
教科指導スペシャリストである函館中部高校の輿水先生と、旭川北高校の都筑先生による

ワークショップを行い、輿水先生からは函館中部高校におけるＳＳＨ事業と英語科の関わり

や教科等横断的な授業の取組について、また、都筑先生からは旭川北高校における目標設定

と学習評価（観点別学習状況の評価）の取組について紹介していただき、「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業改善の取組について理解を深めました。

また、研究協議では、学習評価（観点別学習状況の評価）の充実に向けて、学校全体又は

英語科で取り組んでいること、取組に際しての課題などについて考察しました。

テーマ

「大学教育において求められる４技能の

バランスのよい育成を目指して」

本講座の概要

本講座の実施により期待される成果

道北ブロック

外国語（英語）科
令 和 ３ 年 1 2月 １ 日

（主管教育局 上川教育局）

令和３年11月10日（水）、北海道旭川北高等学校を会場に、外国語（英語）科の授業改善

セミナー（進学指導講座）を開催しました。会場校のある上川管内を中心に全道から17名の

参加がありました。

本講座の実施内容等を紹介しますので、先生方の授業改善の参考として御活用ください。

（１／２）

・外国語（英語）科の授業における「探究的な学び」の一層の充実

・指導と評価の一体化に向けた学習評価の一層の充実

・生徒の学習や教師による指導の改善及び学校全体としての教育課程の改善

・実践的な「教科指導力」の向上及びＩＣＴ活用の充実

・各学校における授業改善の視点の拡大

【ワークショップ１】

北海道函館中部高等学校

輿 水 飛 鳥 教諭

○ ＳＳＨ事業と英語科の関わり

○ 教科等横断的な授業の取組（数学、理

科、地理歴史、家庭科など）

○ 生徒発案型の探究型授業の実践

【ワークショップ２】

北海道旭川北高等学校

都 筑 宏 海 教諭

○ 本校英語科で大切にしてきたこと（教

師と生徒の親和関係、生徒同士のやり

取りなど）

○ 観点別学習状況の評価の取組

（別紙３）



（別紙３）

授業改善セミナー報告 旭川北高校会場 外国語（英語）科

今回のこの報告は、次のウェブページに掲載しております。

＜胆振教育局ウェブページＵＲＬ＞

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ibk/koukouhan.html

【ワークショップ１】発表：函館中部高校 輿水 飛鳥 教諭

ＳＳＨ事業と英語科との関わりとして、単元配列表を活用した教科等横断

的な授業の取組について説明がありました。また、化学「中和滴定」の実験

や数学「円と方程式」の問題演習に英語で挑戦させる取組や「理想の英語の

授業」について生徒に発案させる取組の紹介があり、参加者からは「個性的

かつ汎用性のあるものであり、参考にできる所が多く大変勉強になりました。」

との声がありました。

【ワークショップ２】発表：旭川北高校 都筑 宏海 教諭

旭川北高校英語科において大切にしてきた授業における雰囲気づくりや訳読

をしない授業について説明がありました。また、即興で論理的に話したり書い

たりする言語活動や、本校における観点別学習状況の評価に関する取組の紹介

があり、参加者からは「観点別評価の実施に当たっては、生徒及び教師に負担

にならないように留意する必要があり、また、その必要性について英語科内で

共通理解を図る必要がある。」との声がありました。

研究協議

【研究協議】「学習評価（観点別学習状況の評価）の充実について」

参加者がグループに分かれ、協議をしました。「英語科全体で評価場面の

精選に取り組み、年間指導計画の作成を急ぐ必要がある。」「内容のまとま

り（五つの領域）ごとの評価規準を定め、授業における生徒の言語活動の

見取り方について検討を進める必要がある。」などの意見が出されました。

【参加者の声】
○ 次年度に向けて評価の体制を整えなければ
いけないと強く感じました。

○ 指導と評価の一体化というテーマのもと、
講師の先生方の発表内容は、個性的かつ汎用
性のあるものであり、参考にできる所が多く
大変勉強になりました。

○ 都筑先生のミニディベートを用いた「話す
こと（やり取り）」の指導や、輿水先生の先進
的なStudent Teachersの活用の形などは、
すぐにでも授業に取り入れたいと考えます。

○ 同じテーブルの先生方との情報交換がとて
もよかったです。

○ 教科指導や観点別学習状況の評価について、
とても見識が広がりました。

【参加者アンケートの結果（一部）】
１ 紹介した教材や指導方法は活用でき

ますか。

・大いに活用できる ４６．７%

・活用できる ５３．３%

２ 大学進学希望者の進路実現を図る教

科指導等の在り方について理解は深ま

りましたか。

・大いに深まった ３３．３%

・深まった ６６．７%

３ 本講座は授業改善や進学指導に役立

ちましたか。

・大いに役立った ３３．３%

・役立った ６６．７%


